
                      【薬局部医療安全委員会】 
 

 
 

「マイスリー」 と 「マイスタン」 との 

販売名類似 による 取り違えについて 
 
 ＰＭＤＡ（医薬品医療機器総合機構）より、「製薬企業からの医薬品の安全使用（取
り違え等）に関するお知らせ」が紹介されています。
https://www.pmda.go.jp/files/000226310.pdf 
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旭川薬剤師会 

医療安全推進のため、Pharma Bridgeを通じて、医療安全上の周知すべき情報やタイムリーな話題
を随時発信いたします。業務手順書の書換えや日常業務にお役立てください。 

医療安全通信 第５４号-１ 

旭川薬剤師会公式サイトに医療安全通信のバックナンバー、掲載資料や参考資料も掲載しています。 

  患者へのインタビューにより、 
どのような疾患で受診したか 確認する。 

  処方箋に記載された処方科で処方される薬剤であるか 
確認する。 

  併用薬、病名などの情報を利用し、 
前回の処方歴および薬歴との照合 をする。 

 マイスタン  （クロバザム） 

： 抗てんかん剤 

 新しく配属になった職員をはじめ、全職員に対して、マイスリーとマイスタンの両薬
剤を間違えやすい医薬品として認知する機会（研修等）を設ける等、「調剤時の薬剤取
り違え注意」および「薬剤選択ミスによる誤投薬防止」の啓発と周知を行ってください。 

 「マイスリー」と「マイスタン」については、２０１２年６月にもアステラス製薬株
式会社と大日本住友製薬株式会社より注意喚起がありましたが、その後も処方オーダー
システムにおける両薬剤の選択ミスや調剤時の薬剤取り違え等が発生し、２０１２年６
月以降２０１８年９月２０日時点で２８件の事例が日本医療機能評価機構ホームページ
へ掲載されています。薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業にも２０１８年１０月２
６日時点で、疑義照会により処方時の薬剤選択ミスが判明した事例が３２件、薬局での
入力ミスおよび薬剤取り違えが１２件掲載されています。 

 マイスリー（ゾルピデム酒石酸塩）またはマイスタン（クロバザム）が初めて処方さ
れる患者の場合や、継続使用で別の医療機関から処方された際には、処方監査時だけで
なく交付時にも注意してください。 
 抗てんかん剤等のハイリスク薬や処方オーダーシステムで誤入力しやすい医薬品を処
方された患者に対して、病歴や薬歴等の確認をしっかりと行い、適切な処方鑑査、交付
時の確認により、処方時の薬剤の選択ミスや調剤時の取り違えによる誤投与を未然に防
止しましょう。 

 マイスリー  （ゾルピデム酒石酸塩） 

： 催眠鎮静剤（入眠剤） 
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「マイスリー」と「マイスタン」との 
販売名類似による取り違え注意のお願い 

  【一部抜粋】 

医療安全通信 第５４号-２ 

 下表を薬局内に掲示する等、活用してください。 
 全文は、https://www.pmda.go.jp/files/000226310.pdfをご確認ください。 


